
病院長　櫻井　俊弘

　令和３年の新春を迎え、謹んで新年の御挨拶を申し上げます。
　昨年は全世界で新型コロナウイルスの感染拡大が大きな問題となり、
現在も収束の兆しが見えません。北九州地区でも８月からの第２波では
多数の方が感染され、当院では発熱外来の設置、感染防御の強化などコ
ロナウイルス対策を行いました。芦屋町の周辺市町では患者が相次いで
発生し、いつ感染拡大の波にのみこまれるか心配していました。幸いな
ことに当院を含め芦屋町ではクラスターの発生は見られませんでした。
　全国的に、ウイルス感染の心配から医院・病院への受診控えが続出
し、当院でも春から受診する患者さんが少なくなり、一時的には収益
が15％ほど減少しました。その後は住民のご理解により受診される方

の数も戻っており、病院収益も回復しています。ただ、感染状況の見込みについては不透明
で、感染防止に注意が必要です。今年の３月には新型コロナウイルスワクチンの接種が始ま
りますが、それまでは手洗い、マスク着用など十分な感染対策を心がけてください。
　芦屋中央病院は地域住民の方々に支えられています。ご期待に応えるために、日頃から職
員は努力しておりますが、病院としての最近の取り組みを２つ紹介いたします。１つ目は午
後診療の充実です。昨年10月１日から総合内科外来を新設し、内科系の医師２名にて月曜日
から金曜日まで毎日午後に診療する体制としました。比較的患者さんが少ない午後に来院し
ていただくことで、待ち時間を短縮できています。内科以外の診療科においても午後診療の
強化を行っています。ぜひ、ご利用ください。２つ目は在宅診療の拡充です。当院で訪問看護
や訪問リハビリを行ってきましたが、今回、訪問診療の体制を一新し、より細やかな対応がで
きるようにしました。体力低下や交通の問題などで通院が難しい方に医師が定期的に自宅を
訪問し診療を行います。希望される方は主治医・外来看護師・事務職員などにお尋ねください。
　今年は新築移転４年目に入ります。職員一丸となって“より信頼される病院”をめざし、地域
の皆様のお役に立つよう努めてまいります。今年もご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いします。
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　さまざまな理由で通院が困難な方や、住み慣
れた自宅での療養を望む方へ医療をサポート
するのが訪問診療です。例えば、足腰が悪くて
病院に通うのが辛い方、認知症の方、呼吸器や
カテーテルなどを装着し移動が困難な方、終末
期ケアを自宅で行いたい方などが対象となり
ます。おおよそ２～４週間に１度、約束した時
間に定期的かつ計画的に訪問し、診療、治療、
投薬、療養上の相談、指導等を行いますので、
これまで病院で受けていた診療と同等の医療

を自宅で受けることが可能となります。また、お一人で通院することが困難な高齢の
方にとって、介助者を伴っての通院や、医療機関・調剤薬局での待ち時間がないため、
身体的な負担が軽減されます。超高齢社会となった現在、非常に有用な制度です
ので、ご希望される場合には主治医にご相談ください。

　訪問看護とは、看護師が利用者の自宅に訪問して、病気や障がいに応じた看護を行
うものです。かかりつけ医の指示のもと、定期的に健康状態の観察、療養生活のお世
話（入浴介助、清拭、洗髪、口腔ケア等）、健康状態の悪化防止や、回復に向けてお手
伝いします。酸素投与などの呼吸管理、点滴、創処置など病院と同じような医療処置
も行います。自宅で最期まで過ごしたいという希望に沿った看護、自宅での看取りも

行っています。自宅で療養する方は急な体
調の変化に不安もあると思いますが、利用
者やご家族からの連絡に看護師が24時間対
応しており、緊急時には必要に応じて、いつ
でも訪問看護を行う体制をとっています。
当ステーションは芦屋中央病院内にありま
すが、近隣の病院、クリニックの先生方とも
連携して訪問看護を行っていますので、訪
問看護について詳しく知りたいと思わ
れたら是非ご連絡ください。

当院が行う在宅医療 ・ 在宅支援のご紹介当院が行う在宅医療 ・ 在宅支援のご紹介
訪問診療

芦屋町訪問看護ステーション
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　訪問リハビリテーションは、理学療法士や作業療法士が利用者の自宅にお伺いし
て、日常生活の自立と家庭内活動、社会参加の向上を図ることを目的としています。
当院の訪問リハビリテーションでは、芦屋町を含め、遠賀４町や若松区・八幡西区の
一部にも訪問しております。対象となるのは、①通院が困難で自宅での訓練を受けた

い方、②自宅での生活に日々介助が必要な
方、③家族や介助者の介助方法や住宅改修
のアドバイスを受けたい方、④日常生活動
作（歩行、トイレ、入浴など）の実用的訓練
や指導を受けたい方などです。
　また、介護保険や補装具などについての
相談もお受けしておりますので、お気軽に
ご相談ください。

　通所リハビリテーションは、当院１階リ
ハビリ室で理学療法士、作業療法士が介護
保険の介護認定を受けた方を対象に、身体
機能や日常生活動作の維持、向上などを目
的として行っています。
　送迎は行いますが、食事や入浴の提供
はありません。約１時間30分の短時間で
リハビリ中心に筋力増強、ストレッチ、マ
シーントレーニングなどのサービスを提
供しています。利用日は月曜日～金曜日
で、時間が９：30～11：00と13：30～
15：00となっています。ご利用前後には血圧測定などの体調確認を行い、安心してサー
ビス提供ができるよう心掛けています。ご利用に関しては通所リハビリスタッフや担
当ケアマネジャーにご相談ください。

当院が行う在宅医療 ・ 在宅支援のご紹介当院が行う在宅医療 ・ 在宅支援のご紹介
訪問リハビリテーション

通所リハビリテーション
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　介護保険とは、介護が必要になった時
に、介護の負担をご家族だけではなく社
会全体で支える制度です。居宅介護支援
事業所では、介護保険を利用し住み慣れ
た場所で、可能な限り自立した日常生活
を送ることができるよう支援を行ってい
ます。
　利用できる方は、65歳以上の方で介護
や支援が必要になった方、または、40歳
以上65歳未満の方で老化とされる病気

により介護・支援が必要になった方になります。いずれも介護認定を受けること
が必要です。
　当事業所は病院内に所属しているため、医師、病棟看護師やリハビリスタッフ
等と連携を取りながら在宅調整を行っています。また、緩和ケア病棟があること
から、終末期の状態でもスムーズに自宅退院を調整することができます。ご利用
に関しては、気軽にご相談ください。

　地域医療連携室・入退院支援部門は、
看護師２名と社会福祉士３名で、安心し
て入院生活を送って頂き、できるだけ不
安なく生活の場に退院して頂く支援を
行っています。
　患者さん、ご家族の入院中や退院後の
心配事に丁寧に対応し、地域の診療所の
先生方やケアマネジャー、介護サービス
事業者との緊密な連携を心掛けていま
す。患者さんお一人お一人に、入院病棟
担当社会福祉士が専属で対応しておりま
すので、お気軽にお声掛けください。

地域医療連携室

居宅介護支援事業所
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7時30分～20時00分（2交代）

9時00分～17時45分

7時30分～19時00分（うち3時間～5時間）

詳細はホームページ参照

勤務時間

時短

日勤のみ

シフト制

給与

まずはお問い合わせください

☎093-222-2931（代表）（総務課）

無無資資格格・・未未経経験験者者でで

もも大大丈丈夫夫！！

年年齢齢問問わわずず元元気気なな方方！！！！

一一緒緒にに

働働ききまませせんんかか？？



受 付 時 間

午 前  〔月曜～金曜〕8：00〜11：30まで
　　　　〔土曜〕8：00〜11：00まで

※新患の受付は8：30～となります。
午 後  〔月曜～金曜〕12：30～16：00

　　　　（リハビリは18：00まで）

スポーツ外傷・
障 害 専 門 外 来
初 診 受 付 時 間

〔月曜～木曜〕11：00～17：00
〔金曜〕12：30〜16：00
〔土曜〕9：00〜11：00

※午後は手術のため休診になることがありますので、ご来院の前に電話にてお問い合わせください。
※新型コロナウイルス感染症の対応のため、内科・消化器内科・泌尿器科・外科・眼科について、土曜日が休診となっています。

診 療 科 時間 月 火 水 木 金 土 ２
０
２
０
年

２
０
２
０
年
1010
月
１
日
よ
り
午
後
診
療
を
拡
充
し
、
総
合
内
科
外
来
を
新
設
し
て
お
り
ま
す
。

月
１
日
よ
り
午
後
診
療
を
拡
充
し
、
総
合
内
科
外
来
を
新
設
し
て
お
り
ま
す
。

消化器内科 午　前 櫻　井 麻　生 石　川 髙　橋 髙　木
肝 臓 内 科 午　前 日　浦

内 科
午　前

呼吸器科
千　葉

呼吸器
矢寺（第1週 ）
田原（第2・3・4・5週）

呼吸器科
先　成

膠原病
宮　田

髙　木 占　部 日　浦 占　部 櫻　井（第1・3週）
横　溝（第2・4・5週）

循環器
赤　司

循環器
荒　木

循環器
山　岸

循環器
仲

糖尿病
松　下

糖尿病
松　下

神経内科
東　盛

糖尿病
松　下

午　後 糖尿病
松　下

呼吸器科
竹　中

膠原病
宮　田

総 合 内 科総 合 内 科 午　後 日　浦 松　下 占　部 髙　木 石川／占部
石　川 横　溝 麻　生 髙　橋 横　溝

泌 尿 器 科
午　前 井　上 井　上 井　上 井　上 井　上

午　後 井　上
（女性専用診療） 井　上 井　上

手術の際休診
井　上 井　上

整 形 外 科

午　前

河　野（新患）
産医大医師（新患）
藤　谷（第1・3・5週）
弓　指（第2・4週）

熊　谷（新患） 佐羽内（新患）
産医大医師（新患）
吉　田（第1・3・5週）
塚　本（第2・4週）

産医大医師

佐羽内 佐羽内 河　野 河　野 河　野
肩関節専門外来

熊　谷 佐羽内 熊　谷 熊　谷

午　後

15：00～
担当医

藤　谷（第1・3・5週）
弓　指（第2・4週）
※午後受付15：30まで

担当医
手術の際休診

担当医
手術の際休診

吉　田（第1・3・5週）
塚　本（第2・4週）
※午後受付15：30まで
13：30～15：30
骨粗鬆症

佐羽内
スポーツ外傷・
障害専門外来
（予約制）

午　前 11：00～
迫　田

11：00～
迫　田

11：00～
迫　田

11：00～
迫　田 迫　田

午　後 迫　田 迫　田 迫　田 迫　田 熊　谷
外 科
（乳腺外科）

午　前 水　田 永　渕 水田・坂井 水　田 永　渕
午　後 永　渕 水　田

緩和ケア外来 午　前 井　下 井　下

眼 科 午　前 西　村
午　後 松　下

皮 膚 科
・

形 成 外 科
午　前 佐々木
午　後 石　井（第2・4週）

腎 外 来 午　前 中　俣（再診のみ） 中　俣（新患） 中　俣（再診のみ） 中　俣（新患） 中　俣（再診のみ）
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〒807-0141 福岡県遠賀郡芦屋町大字山鹿283番地７

TEL 093-222-2931㈹
FAX 093-222-2176㈹
FAX 093-223-0301（地域連携室）
URL：https://www.ashiya-central-hospital.jp
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